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食品安全委員会は、食品健康影響評価の結果や食品安全に関する基礎的な知識について、報道
関係者、食品関係事業者、研究者、行政担当者、消費者等の様々な立場の方と意見・情報を交換し
ています。

06 リスクコミュニケーション

2022年度は、2021年度と同様に新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、ウェブサイトやSNS
（ソーシャルメディア）、YouTubeを活用した情報発信やオンラインによる意見交換会等に取り組みつ
つ、感染対策を行いながら対面での意見交換会も実施しました。

ウェブサイトやSNS、YouTubeを活用した情報発信

▲動画は食品安全委員会公式YouTubeにて視聴が出来ます。 食品安全に関して、地方公共団体、消費者団体、関係
職能団体、事業者団体等が主催する意見交換会やセミ
ナー等に講師を2022年度は延べ29回派遣しました。
2022年度は日本食品衛生学会や日本食品微生物学
会、日本農薬学会など関連学会に積極的に講師を派遣
しました。各団体が主催する講演会では要望に応じて
「いわゆる健康食品」や「食品添加物」「カンピロバク
ター」といったテーマについて情報を提供し意見交換し
ました。

※：医系技官　国家公務員のうち医師や歯科医師の免許を持つ
　　　　　　　行政官。

食品安全委員会は、報道を通じて、科学的知見に基づく
食品の安全に関する情報が幅広く国民に届くよう、報道関
係者の方々との意見交換会を重視しています。季節性や話
題性を踏まえつつテーマ設定を行い、活発な意見交換の
場となるよう2022年度は対面にて開催しました。

講座
「精講」

　「精講」は事業者、研究者など食のプロフェッショナル
を対象に、食の科学について専門家が詳しく解説する講
座です。2022年９月に化学物質の専門家である川西徹委
員が、2021年度に改正した「添加物に関する食品健康影響
評価指針」を解説し、具体的な評価事例として「ぶどう酒の
製造に用いる添加物」（ワイン添加物）を紹介しました。
　オンラインで開催し、全国から180名以上の参加があり
ました。質問は事前に募集し、指針の具体的な内容のほ
か、安全性試験に用いられる動物試験の今後の動向（代
替試験法について）など、多岐にわたる質問に対して川西
委員が回答しました。なお、講演はYouTubeで公開してい
ます。
　また、時間が足りず十分に回答出来なかった項目や海

動画コンテンツを公開しました

2021年度に引き続き、動画コンテンツによる情報発信
を積極的に行っています。
2021年10月からスタートした「農薬の再評価」につい
ての解説動画を公開しました。農薬登録の全体像や、再
評価制度の詳細などについてわかりやすく説明していま
す。農薬に関する基本的な安全確保の確認にご活用くだ
さい。
また、過去に行った食品安全に関する講義動画をリバ
イバル公開しています。食べ物の基礎知識や食品添加物、
食品の保存や細菌など、幅広いテーマについて一般の方
向けに解説しています。食品安全の基本を学びたい方や
学生・従業員の教育などに活用ください。
　2021年に公開し好評だった“加熱と調理”の動画シ
リーズについて、同じく調理科学が専門の香西みどり委

　食品安全を守る仕組み等に関心のある中学生、高校
生、大学生等の訪問学習を積極的に受け入れています。

員の解説で、４月に「トンカツ編」と「ハンバーグ編」を
追加公開しました。関連して、2021年に公開していた
「鶏肉編」「牛肉編」の低温調理解説動画については、
SNS上での低温調理に関する話題と連動し、食品安全
委員会公式Twitter等でタイムリーに注意喚起すると共
に本動画を改めて紹介しました。

オンラインを活用した情報提供と交流

　意見交換会は、オンラインと対面、および両方を同時
に実施するハイブリッド形式で、延べ14回開催しました。
2022年度は対面での開催要望があったことから、感染
対策に留意しながら対面でも多く実施しました。参加者
の直接的な反応や、積極的な質疑などが得られる対面
開催のメリットを再認識しつつ、オンライン開催の利便
性も活用しながら、状況に応じて実施しました。

　また、2022年度はオンラインでの会の様子を録画し、
後日動画にて配信し、参加者の都合の良いタイミングで
視聴出来るようにしました。今後も実施していきます。
　意見交換会の参加者からは、「ポイントや背景にある
考え方がよく分かった」「配信される動画を再度視聴し
て、復習したい」(意見交換会のアンケートから抜粋)な
どの意見が寄せられました。

７月

11月

３月

「食品添加物のリスク評価をアップデート
    ─評価指針を改正、ワイン添加物も続々評価─」

「食品に生える「かび」の基礎知識と「かび毒」の評価」

「健康食品による健康被害を防ぐために」

テーマ
食品添加物のリスク評価をアップデート
－評価指針を改正、ワイン添加物も続々評価－

６月と12月に防衛医科大学校、12月に慶應義塾大学大
学院の学生を食品安全委員会に招き、「食品の安全を守
るしくみ」を情報提供しました。また、食品安全委員会事
務局に在籍する医系技官※との意見交換が行われました。

外で禁止されている添加物がなぜ日本で使われているの
か、添加物を複合して摂ったときのリスクなど、さまざま
な質問に対して、川西委員の詳細な回答をウェブサイトに
掲載しています。以下のURLからご覧ください。

食品添加物は危ないの？複合的な影響は？
ー添加物に関する質問に川西徹委員がお答えしますー

https://www.fsc.go.jp/foodsafetyinfo_map/ten
kabutsu_anzen.html

報道関係者との意見交換会

講師派遣

訪問学習受け入れ
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07 研究・調査事業

08 国際協調

食品健康影響評価技術研究及び食品安全確保総合調査の課題（2023年度分）
食品安全委員会は、リスク評価の実施又は評価方法の指針等の策定に必要なデータ及び知見等を得ることを目的と

して、研究・調査事業を行っています。
2023年度に新たに実施する研究・調査課題については、研究・調査企画会議事前・中間評価部会での審議を経て、

食品安全委員会において決定しました。

食品健康影響評価技術研究成果発表会（2021年度終了分）
2021年度に終了した研究課題について、その研究の成果の普及及び活用を

促進することを目的として、2023年１月12日に、成果発表会をオンラインで開
催しました。

食品関連化学物質のリスク評価におけるリードアクロス手法の適用と信頼性評価に関する研究 （国立医薬品食品衛生研究所  山田  隆志）
国際動向に鑑みた食品中の残留農薬に係る発達神経毒性学分野のリスク評価手法に関する研究 （国立医薬品食品衛生研究所  桒形  麻樹子）
養殖水産動物における薬剤耐性指標細菌の設定及びモニタリングの試行 （酪農学園大学　臼井　優）
アレルギー誘発性を有する植物に由来するタンパク質の網羅的消化性評価 （千葉大学　児玉　浩明）

■研究課題

家畜由来薬剤耐性菌の水圏・土壌環境を介した野菜汚染の定量評価およびヒトへの伝播に関する研究 （酪農学園大学　臼井　優）

ベイズ統計学に基づく推定手法を活用したアレルギー症状誘発確率の推計に関する研究 （国立成育医療研究センター　福家　辰樹）

アニサキス汚染実態調査およびリスク低減策の評価に関する研究 （国立医薬品食品衛生研究所　大西　貴弘）

アレルゲンを含む食品のファクトシート（そば類、えび・かに）の作成に向けた科学的知見の調査
パーフルオロ化合物に係る国際機関等の評価及び科学的知見の情報収集並びに整理
農薬リスク評価に関する海外状況調査
食品安全委員会が地方自治体等と連携して行う食品安全に関する情報発信・リスクコミュニケーションの強化に関する調査
新たな育種技術を活用した新規食品の安全性評価手法等に関する調査

■調査課題

委員、専門委員又は事務局職員が、以下の国際会議等に参加し、各国の専門家・関係機関との意見・情報交換等を行いまし
た。新型コロナウイルス感染症の影響を脱しつつあることから、出張での参加（国名の記載のあるもの）も可能となりました。

５月 FAO/WHO合同食品添加物専門家会議（JECFA、動物用医薬品）

７月 食品安全に関する国際食品保全学会（IAFP）

９月 Prion 2022（ドイツ）、Eurotox 2022（オランダ）

10月 レギュラトリーサイエンスに関する国際会議（GSRS22）（シンガポール）

12月 第22回国際栄養学会議（日本）

２月 EFSA（欧州食品安全機関）　BMDワークショップ（ベルギー）

３月 第62回米国毒性学会（SOT 62nd Annual Meeting and ToxExpo）（米国）

経済協力開発機構（OECD）農薬作業部会（６月：第
37 回、２月：第 38 回）、コーデックス委員会各部会：
第 26 回残留農薬部会 CCPR（７月）、第 26 回食品
残留動物用医薬品部会 CCRVDF（２月）、第 53 回
食品添加物部会（３月）（中国・香港※）

その他

※準備段階の電子作業部会では食品安全委員会事務局職
員が副議長として作業文書の作成に貢献した

https://www.fsc.go.jp/ chousa/
kenkyu/kenkyu_happyo.html

食品安全モニターになりませんか？

食品安全委員会は、市民の皆様が日常生活
で感じている食品安全に関するさまざまな課
題や疑問を聞き、運営の改善に役立てるため、
発足当初から毎年度、「食品安全モニター」を
公募し、協力していただいています。

鈴木 祐子さん
（神奈川県）

活動内容と応募要項
●毎年度、12月～１月に130人程度を募集、任期は１年間（最長５年まで延長可）。
●応募資格は、大学等で食品に関連した分野を学んだ方、食品安全に関する業務に携わっていた方など。
●食品の安全で気づいたこと、当委員会へのご意見などを、自分

からいつでも何回でも提案できます。
●食品安全モニター専用のeラーニング（計13回の講義を３か月間

いつでも受講可）と、モニターを対象としたセミナーを無料で受
講できます（2022年度は添加物とかび毒、2021年度は食の安全
に関する国際動向とアレルゲンについて実施）。見逃し配信もあ
り、わからない点等はいつでも当委員会に質問できます。

●上記で学んだこと等を周囲の方に情報提供していただきます。  

https://www.fsc.
go.jp/monitor/

食品安全委員会
ウェブサイト
食品安全モニター

普段食べているものの安全性をより詳しく知ることができるのではないかと思い、

2021年に応募しました。e-ラーニングでの基礎的な知識やセミナーでの最新の情報が

大変勉強になり、周りの方へのアドバイスや情報の紹介もできるようになりました。ぜひ

一緒に活動しましょう。

土谷 啓文さん
（東京都）

中村裕行さん
（兵庫県）

村上 恵さん
（東京都）

食中毒の事案やそれによる重症化の話題に触れ、食中毒をもっと減らすことはでき

ないかという思いがあり、2018年に食品安全モニターに応募しました。食品安全の基

礎知識や、充実した最新の情報を得られ理解が深まっています。食品の安全に関して

は正しい情報と間違った情報が混在していると思いますが、ここで得られた正確な情

報を良好なコミュニケーションを通じて広げていただくことで、我が国の食品の安全

性の維持・向上が図られると思っています。

https://www.fsc.go.jp/chousa/kenkyu/kenkyu_ichiran.html

https://www.fsc.go.jp/chousa/sougouchousa/chousa_kadai.html

研究 :

調査 :

これまでの食品健康影響評価技術研究
及び食品安全確保総合調査の報告書等は
こちらをご覧ください。

自治体で食品衛生監視員として勤務し、退職後も意義ある人生を送りたいと思い応募し

ました。食品安全に関する最新情報が得られ、随時報告した自分の意見などを聞いてもら

えるのが嬉しいです。退職された、専門知識をお持ちの皆さん、仲間内で盛り上がってい

ても現状は変わりません。「もの言う消費者」として、ともに食品の安全に貢献しましょう。

食品系の企業で産休に入る際に食品安全モニターを知り、休みの間も最新の情報を知

ることで知識や意識を深め、それを社内外に伝えることで食品安全の裾野を広げたいと

思い応募しました。食品安全モニターを対象としたアンケート調査の結果を拝見し、他の

皆様の関心事、自身との共通点や相違点に気付きを得ています。行政と消費者の皆様を

繋ぐ大切な役割、また自分自身のアンテナの一つとして楽しく活動していきたいです。
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